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 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 9,102

前年比

-490

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分

　○全国の死者数　1,549人

　　　（前年比　±0人、±0.0％）

２ 愛　知 81 ＋12

１ 神奈川 86 ＋ 3

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

7,628 -363

死   者   数 77(75) +4(+2)

発 生 件 数

＋18

３ 東　京 80 －　5

４ 兵　庫 78

77 ＋ 4

6 茨　城 74 ＋25

5 千 葉

７ 大　阪 69 －　7

66 －　78 北海道

福　岡 ＋11

－　7埼　玉
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61

黄昏に　一番星の　前照灯

　８月２５日、印西署管内で、「交通死亡事故多発警報」の発生を受け、通行人にチラシや啓発物資

を配布して、交通事故防止を呼びかけた。

【印西地域交通安全活動推進委員の活動報告】

８ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和８年８月末）

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両相互が30件(40.0%)、車両対歩行

者が26件（34.7%）、車両単独が19件（25.3%）であった。

　　　自転車関連事故の内訳は車両相互が6件、車両単独が3

件であった。

２　昼夜間別発生状況
○　　昼夜別では、昼間が33件（44.0%）、夜間が42件（56.0%）

であった。

○　　昼間の類型別では、車両相互が15件（45.5%）、車両単

独が10件（30.3%）、車両対歩行者が8件（24.2%）であった。

　　　また、夜間の類型別では、車両対歩行者が18件（42.9%）

車両相互が15件(35.7%)、車両単独が9件（21.4%）であった。

３　年齢層別死者数
○　　年齢層別では、高齢者が39人（50.6%）、若者及び50歳

代がそれぞれ８人（10.4%）、30歳代及び40歳代がそれぞ

れ6人（7.8%）、60歳～64歳が5人（6.5%）、25歳～29歳が4

人（5.2%）、子供が１人（1.3%）であった。

４　状態別死者数
○　　状態別では、歩行中死者が26人（33.8%）、四輪乗車中

死者が25人(32.5%)、二輪乗車中死者が17人（22.1%）、自

転車乗車中死者が9人（11.7%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は9人

（36.0%）であった。

５　法令違反別発生状況
○　　違反別では、前方不注意が21件（28.0%）、安全不確認

が20件（26.7%）、運転操作不適が11件（14.7%）、信号無視

及び酒酔い運転がそれぞれ5件（6.7%）、歩行者妨害が2

件（2.7%）、通行区分、優先通行妨害及び動静不注視が

それぞれ１件(1.3%）、その他の違反が8件（10.7%）であっ

た。

６　時間別死亡事故発生状況

ゼブラ･ストップの徹底を!ゼブラ･ストップの徹底を!
横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ

「横断歩行者等妨害等」は 　　　　　　　　です。交通違反
反則金９,０００円（普通車の場合）

違反点数２点
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◆通学路の環境整備◆交通事故防止キャンペーン

　８月１１日、木更津市貝渕地区の通学路

において、交通事故に起因する雑草等を除

去するなどの環境整備を実施した。

　８月１８日、スーパー「いなげや君津店」

において、利用者にチラシや啓発物を配布

して、交通事故の防止を呼びかけた。

君
　
津

木
更
津

スマホやめ　周りの危険に　気づこうよ

◆祭礼での交通誘導 ◆飲酒運転根絶キャンペーン

　８月８日、東金中央公園周辺で開催され

た「ヤッサ東金祭」の会場周辺で見学者等

の交通誘導を実施した。

　７月９日、旭警察署前において、通行車

両にチラシや啓発物を配布して、飲酒運転

の根絶とシートベルトの全席着用を呼びか

けた。

　
旭

東
　
金

◆秋の全国交通安全運動合同会議 ◆交通事故防止キャンペーン

　８月２７日、御宿町役場において開催さ

れた、秋の全国交通安全運動の合同会議に

参加した。

　８月２７日、茂原市内八千代地区におい

て、通行車両にチラシや啓発物を配布して、

交通事故の防止を呼びかけた。

茂
　
原

い
す
み

◆自転車交通安全教室の開催 ◆花火大会での交通誘導

ヘルメット　命のお守り　忘れずに

　７月１１日、船橋市「津田沼自動車教習

所」において、自転車交通安全教室を開催

し、自転車の正しい乗り方を指導した。

　８月１日、市川市にて開催された「市川

市民納涼花火大会」において、見学者の交

通整理と誘導活動を実施した。

◆自転車安全利用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

　８月２１日、「いなげや野田みずき店」

において、自転車利用者にチラシや啓発物

を配布して、交通反則通告制度の周知と交

通事故の防止を呼びかけた。

　７月１１日、松戸駅前において、通行人

にチラシや啓発物を配布して、交通反則通

告制度の周知と交通事故の防止を呼びかけ

た。

◆自転車安全利用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

　７月２１日、ＪＲ成田駅前において、自

転車利用者にチラシや啓発物を配布して、

交通反則通告制度の周知と交通事故の防止

を呼びかけた。

　８月２０日、京成ユーカリが丘駅周辺に

おいて、来場者にチラシや啓発物を配布し

て、交通反則通告制度の周知と交通事故の

防止を呼びかけた。
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